第４７回エフエムぬまづ番組審議会議事録
１．開催年月日　　　平成1８年３月７日（火）午後６時
２． eq \o\ad(開催場所,　　　　　)　　　沼津市魚町１番地
　　　　　　　　　　サンフロントビル　３Ｆ　会議室
３．委員の出欠
 eq \o\ad(委員総員,　　　　　　)　８名
 eq \o\ad(出席委員数,　　　　　　)　５名

出席委員氏名　 eq \o\ad(清水義一,　　　　　)
千野慎一郎
 eq \o\ad(荻生昌平,　　　　　)　

 eq \o\ad(横山　勝,　　　　　)
　 eq \o\ad(富山治子,　　　　　)
欠席委員氏名　 eq \o\ad(井上純代,　　　　　)
　　　　　　　 eq \o\ad(村松晶子,　　　　　)
　　　　　　　伊藤謙壱

　　　　　　　
　　　放送事業者　　佐藤恭平　伊藤迪彦
４．議　　題
　　　平成1８年１月２７日（金）　20：00～20：３0放送
　　　　ぬまっぴー倶楽部

毎月の第１週目を除く金曜日午後８時からの３０分番組。

パーソナリティーの高橋恵子とスポンサーであり番組のホスト役として出演の小出邦夫氏のトークと氏の好みの音楽で構成する30分の番組。氏の経験談を交えゲストとともに沼津の魅力を従来と違う視点で語る。

この番組を聴取していただき講評及び放送内容についてのご意見をうかがう。
５． eq \o\ad(審議内容,　　　　　)
（会社側：佐藤）　審議委員の皆様、お忙しい中お集まりいただきましてありがとうございます。

第４７回番組審議会を開催致します。

　　　　　　本日は井上委員、村松委員、伊藤委員の３名が欠席です。
　　　　　本日皆様にご審議いただきますのは、毎月の第１週目を除く金曜日午後８時からから放送している「ぬまっぴー倶楽部」という３０分の番組です。沼津の魅力を従来とはまた少し違った視点で語るトーク番組です。それでは早速お聞きいただきます。
　　　　　　　　　

（　番　組　聴　取　）
（清水委員長）　それでは審議にはいります。本日は欠席３名です、前回とはんたい周りに千野委員からご意見をお願いします。
（千野委員）　  番組を最初にお聞きになるリスナーは小出さんという方がどういう方かわからないとなんだろうなこのひとは、と

　　　　　　　　いう疑問をもつとおもいます。出演者の紹介をオープニングで少しいれたらとおもいます。

　　　　　　　　また、小出さんが旅した外国の紹介のコーナーはその国の音楽を紹介してもいいと思いました。

　　　　　　　　沼津の紹介のコーナーで話していた大木はケヤキと紹介していましたが、あの木は大楠です。

（横山委員）　　軽快な会話があり、入れている音楽も軽快で良くあった組み合わせのタッチに聴こえた。小出さんも素人の喋り手としては声も聞き易くいいタッチで話をされている。多少のカミもローカル色が出て良いと思います。コーストの番組としてはいい企画だと思います。

　　　　　　　　曲の紹介は小出さんがしていますが、もう少しはっきりと分かり易くして欲しいと思いました。もう１度聞きたいと思っても曲名などが聞き取り難い。今週の沼津のコーナーではギーバタン言う効果音を使っていかにもドアを開けてゲストが入ってくる感じを演出したらどうかと思いました。

（荻生委員）　　地域の話があり番組としては非常に良い企画です。小出さんが早口で分かり難くなってしまうところがあります。

、それと、小出さんの声の音域とパーソナリティーの高橋さんの音域と同じなので少しわかり難いのと、色々と喋る内容が多いので情報はもう少し内容を整理し簡素にした方がよいと思いました。

　ぬまっぴー倶楽部は沼津を新しい視点で紹介するのが良い。とかく、食べ物の店と海の紹介ではなく、別の視点で沼津を語り、紹介するという企画は良いと思います。

　　　　　　

（富山委員）　　３０分の番組でトークあり、音楽あり、コーナー設定とゲストを迎えるといった基本的な番組の形式ですが、パーソナリティーの高橋さんと小出さんのトークの掛け合いもバランスよくテンポも良いんですけれども、二人のトークは息をつく暇も無いほど喋りっぱなしという感じで少し気になりました。小出さんは早口で語尾がはっきりしないので聞き取り難かったです。ゲストの庄司さんと小出さんがどういう関係なのか今一はっきりしない。全体的に明るい番組で良いんですがもう少し落ち着いた感じを出しても良いのかなと思います。

（清水委員長）　皆様の意見をお聞きしましたが私も同感です。私の年齢的差によることかもしれませんがパーソナリティーの高橋さんの喋りのなかで「～とか」が頻繁に聴こえましたが違和感があります。「～とか」は「～など」と同義語でハッキリと自分意見を断定しない言い方ですね。このごろの若い人達のいう「～的」という言い方をきくと腹立たしいことがあります。

　　　　　　　　特に腹立たしいのは鳩山議員の言い方で「～思う」と頻繁にでる言い方です。議員ならなおさらハッキリした意見を言うべきです。

　　　　　　　　放送の中でももう少しハッキリとして言う事も必要ですね。この辺は意見の分かれるところでもありりますが、荻生先生はどうお考えですか。

（荻生委員）　　それは、曖昧な表現で納得する形で日本人が色々な人々と付き合う為に昔からもつ特有な柔軟構造ですね。

　

（富山委員）　　それに、高橋さんは他の番組でも「そうなんだー」という言葉が度々でますね。会話では良いんですが放送ではどうかと思いますが。

（会社側：佐藤）「～とか」と「そうなんだー」は高橋の癖かもしれませんね。ただ、高橋としてはかしこまった形の放送ではなく沼津のローカル色を出した番組作りをしたいという意図があります。パーソナリティーの高橋は小出氏の高校の先輩ということもあり、通常の会話の様な形になるのかもしれませんね。

　　　　　　　　他の番組ですが地元のお年寄りをゲストとして今は殆ど話されていない昔からの沼津弁で番組を作りたいと言う事もあります。

（横山委員）　　思いっきりその形の番組も良いかもしれませんね。言葉の意味が分からないなど聞く側の問題があるかもしれませんが。

（荻生委員）　　沼津の情報について色々でてくるのはいいですね。大きい木の高さを測る工夫をしたとか聞いている沼津周辺の人には興味を引くとおもいます。ただ、ケヤキと言った木は実際は大楠だったり、情報はもう少し正確に調べて放送した方がいいですね。

（会社側：伊藤）現状ではパーソナリティーが取材をして番組の内容の構成をしていますので一人何役で番組作りをしている状況です。まこの状況で毎週放送があるので大変な仕事です。

（荻生委員） 　 私も少し前まで沼津市文化協会の情報を毎週コーストの番組中にゲストとして放送しました。いかに１週間が短いかと言う事を痛感しました。沼津の何かというこだわりで番組を長く続けていると種切れになってきませんか。
（会社側：伊藤）そうです。他の番組で現にその状態になているのがあります。地域の放送局ということで地域を盛り上げたいというこだわりから番組の内容を絞り過ぎると取材対象が枯渇してきます。

（会社側:佐藤）　あまり沼津にこだわらず長続きをする番組をつくって欲しいとパーソナリティーの高橋には言っています。

（清水委員長）　大放送局の様に専門の取材記者が常に走り回って情報を集めているわけではないので大変な仕事ですがこの仕事の専門家だから上手く番組を続けて欲しいですね。

それでは、夫々お聞きしましたけど、ご意見が出尽くした様ですね。これで閉会とします。

（会社側：佐藤）貴重なご意見ありがとうございます。

本日はどうもありがとうございました。
６．審議会での意見についてとった措置について
　　各委員からの意見や感想については今後の自社製作番組に生かし、よりよい番組作りをする検討材料としました。

　　
７．審議会の内容の公表
　　　弊社ホームページにて公表する。
　　　

８．その他の参考事項

　　　次回の番組審議会は平成1８年５月９日（火）ＰＭ６：００より行う。

様式４－２








